
（青森県） 

あなたの善意は 	 ~  

『善意銀行』へ―~ 

五所 川 原市 広 報 

社会のためになることをしたい。恵まれない人々の力

になつてあげたいというあたたかい善意は誰でももつ

ています。 ところがこの尊い善意がささやかなものだ

と思つても数多くの人のあのを合わせると大きなもの

になります。 このあなたがたの善意を登録（預託）し

ていただき、あなたの希望によつて、とき、ところを

選び、最も確実に、合理的に、そして効果的に役立て

る（払出） のが善意銀行です。 

市社会福祉協議会でもこの支店をもうけて業務を市
福祉事務所内ではじめます。ご遠慮なく、さつそく役
立せていただきたいと思います。 

サ ー ビ ス 口 座 

〇理髪、ラジオ、テレビ修理、大工等の技術奉仕。 

〇スポーッ、演芸等の指導や実演奉仕。 

〇施設慰間、洗濯物、看護等の奉仕。 

〇遊園地、道路、樹木草花手入れの奉仕。 

金 品 口 座 

〇香典、祝儀等のお返し、一円玉募金、バザー益金、 

預金配当金委託等。 

〇生活日用品、衣類、保存食品、図書、スポーツ用品

医薬品、機械器具、樹木苗、建築資材等の供与貸付。 

特 別 口 座 

〇奉仕団体、職域団体、学生、青年婦人老人等の各種 

グループ、文化、芸能グループ、団体の加入による 

技術や労力の集団提供、 

〇土地、建物などの大口預託、各種発明考案の預託。 

その他いろいろな口座があります。 
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ー今月の納税一 

固定資産税 

第 I期 

3L 甘が納期限です 

ニ 	コ. 	ー 	ス 	 昭和 38 年 5 月 巧日 

日
本
体
操
祭
は
五
月
十
九
日
、
 

全
国
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

が
、
五
所
川
原
市
で
も
市
教
育

委
員
会
、
体
育
協
会
等
の
共
催

で
午
前
九
時
か
ら
北
斗
グ
ラ
ン

ド
に
市
内
、
小
、
中
、
高
校
生

等
約
三
六
〇
〇
名
が
参
加
し
て

お
こ
な
わ
れ
ま
す
、
体
操
祭
に

は
市
民
の
み
な
さ
ん
、
だ
れ
で

も
が
参
加
で
き
ま
す
。
 ふ
る
つ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

な
お
こ
の
体
操
祭
の
運
営
委

員
会
は
七
日
ひ
ら
か
れ
て
最
終
 

．フ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
定
し
ま
し
た

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
開
会
式
後

参
加
者
全
員
の
準
備
体
操
、
五
 

全
国
植

樹
祭
に
 

二
百
余
名
が
招
待
 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

し
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
と

青
森
県
の
共
催
で
お
こ
な
わ
れ

る
全
国
植
樹
祭
は
二
十
日
東
郡

平
内
町
夜
越
山
で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
植
樹
祭
心
当
市

か
ら
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
市

議
会
議
員
、
各
学
校
長
、
婦
人

青
年
、
農
業
な
ど
の
各
団
体
、
 

褒
彰
授
彰
者
な
ど
二
〇
〇
余
名

が
招
待
さ
れ
、
出
席
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

中
、
五
小
、
南
小
生
徒
、
 一
般

市
民
に
よ
る
第

ー
ラ
ジ
ォ
体
操
 

福
祉

年
 

所
得
報
告

を
 

満
七
十
才
以
上
で
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
毎
年
六
月
一

日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
所
得
の
状
況
を
報
告
し
て
い
 

・

た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す

こ
の
届
出
を
し
な
い
限
り
五
月

以
降
の
福
祉
年
金
の
支
給
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

届
出
に
は
国
民
年
金
証
書
と

印
鑑
を
持
参
し
、
市
殺
所
国
民

年
金
係
ま
で
お
出
く
だ
さ
い
、
 

な
お
不
明
な
点
は
市
役
所
国
民

年
金
係
へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
 
 

長
橋
中
学
校
女
子
生
徒
一
八
〇

名
の
ダ
ン
ス
、
史
上
最
大
の
作

戦
マ
ー
チ
、
五
高
男
子
生
徒
一

三
〇
名
の
徒
手
体
操
、
女
子
一

七
〇
名
の
美
容
体
操
、
家
政
高

校
女
子
二
〇
〇
名
の
フ
オ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
五
商
生
徒
に
よ
る
組

体
操
、
市
内
中
高
校
体
操
部
生

徒
五
〇
名
に
よ
る
マ
ツ
ト
運
動

小
中
学
校
対
抗
リ
レ

ー
な
ど
で

正
午
に
は
全
日
程
が
終
了
の
予

定
で
す
。
 

な
お
同
日
雨
天
の
場
合
は
一
一

十
六
日
に
延
期
さ
れ
ま
す
。
 

住
所
変
更
の

際
は
 

選
管
に
も
届
出
を
 

転
入
、
転
出
あ
る
い
は
市
内
で

住
所
を
変
更
し
て
も
届
出
を
し

な
い
た
め
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
選
挙
あ
る
ご
と
に
入
場

券
の
配
布
な
ど
で
整
理
が
つ
か

ず
大
変
こ
ま
つ
て
お
り
ま
す
。
 

住
所
を
変
更
し
た
場
合
に
は
必

ず
選
管
に
届
け
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
 

日
赤
 

百
年

祭
で
 

近
藤
・
藤

田
氏

表
彰
 

赤
十
字
組
織
の
誕
生
百
年
を
記

念
し
て
、
八
日
記
念
大
会
が
東

京
新
宿
の
厚
生
年
金
会
舘
で
、
 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

し
て
、
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が

当
市
か
ら
十
年
以
上
青
少
年
赤

十
字
の
育
成
に
特
に
功
労
の
あ

つ
た
補
導
者
と
し
て
沖
飯
詰
小

学
校
長
近
藤
精
七
、
五
小
校
藤

田
与
左
工
門
の
両
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

ゴ

ミ
処

理

日
程
 

1
6日
か
ら
3
1日
ま
て
 

新
宮
町
1
7日
、
錦
町
2
62
7日
、
 

幾
島
町
2
8日
、
柏
原
町
1
72
8日

上
平
井
町
1
72
9日
、
中
平
井
町
 

1
73
0日
、
下
平
井
町
1
83
1日
、
 

十
川
町
1
8日
、
敷
島
町

1
8日
、
 

旭
町
1
61
92
0日
、
大
町
1
72
1日

寺
町
1
82
32
4日
、
岩
木
町
1
92
5
 

日
、
川
端
町
2
92
7日
、
本
町
2
0
 

2
2日
、
布
屋
町
2
1日
、
東
町
2
8
 

2
9日
、
弥
生
町
2
23
0日
、
鎌
谷

町
2
23
1日
、
新
町
2
3日
、
柳
町
 

2
4日
、
元
町
1
6日
湊
住
宅
1
6日
 

一
  編
集
だ

よ
り
 

市
政
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
月
5
 
1
5
 

2
5日
の
月
三
回
発
行
で
す
。
 

も
し
と
ど
か
な
い
場
合
は
、
 

行
政
連
絡
員
か
、
そ
れ
と
も
市

役
所
秘
書
企
画
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

1
9日

北

斗
グ

ラ
ン
ド

で
 

体
操

祭
五
所
川
原
大
会
 

金 

Cl ） 	 市 	政 



健
 
康
 
相
 
談
 
は
 

保
健
協
力

員
に
 

ス
 

ー
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

昭和 38 年 5 月 15 日 

み
な
さ
ん
の
健
康
を
た
も
ち
、
 

ま
た
よ
き
相
談
あ
い
て
の
市
保

健
協
力
員
が
こ
の
ほ
ど
各
地
区

ご
と
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

七
 
和
地
区
 

三
上
き
み
よ
（
俵
元
）
、
柳
原
せ

つ
（
原
子）
、
 阿
部
菊
野
（
羽
野

木
沢
）
，
阿
部
チ
セ
（
同
）斎
藤

み
つ
（
持
子
沢
）
、
 堀
内
き
み
 

（
高
野
）神
山
か
つ
（
前
田
野
目
）
 

飯
詰
地
区
 

小
山
富
士
江
（
興
隆）
、
鳴
海

ハ

ナ
（
坂
上
）
、太
田
サ
ト
（
南
新）
 

中
谷
タ
マ
（
北
新
）
、鉛
休
き
せ
 

（
仲
町
）
、角
田
チ
ヤ
（
下
町
）
、
 

鳴
海
イ
セ
（
新
町
）
、三
浦
て
る

子
（
伝
助町
）
、松
野
つ
る

（
大

町
）
、
 越
谷
み
つ
え
（
下
村
）
、
 

山
口
ト
シ
（
寺
町
）
、岩
田
み
つ
 

（中
下
）
、
須
藤
き
み
え
（
南
下
）
 

柴
田
7
イ
子
（
北
下
）
、竹
林
き

よ
み
（
大
日
町
）
、大
久
保

ェ
ス
 

（
大
正町
）
、
 中
谷

！、
、
サ
ヲ
（
五

本
松
）
、
 田
辺
み
よ
（
東
岩
崎
）
 

坂
本
ふ
ぢ
え
（
西
岩崎
）
、高
橋

ハ
ナ
（
長
坂）
、
 山
口
イ
ト
（
味

噌
ケ
沢
）
 

毘
沙
門
地
区
 

北
川
ミ
ネ
（
毘沙
門
）
、
山
ロ
ソ
 

ト
（
共
栄）
、北
川
ミ
キ
（
同
）
、
 

成
田
葉
子
（
中
崎
）
、上
見
キ
ス
 

目
を
美
し

く
保
つ
に
は
 

黒
々
と
し
た
涼
し

い
目
、
美
し
い
目

を
つ
く
る
に
は
何

よ
り
も
十
分
に
睡

眠
を
と
る
こ
と
が
 

た
い
せ
つ
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
ふ
だ
ん
か
ら
目
を
酷
使
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

外
出
か
ら
帰
つ
た
と
き
や
、
 

と
く
に
空
気
の
よ
ご
れ
の
目
立

つ
ほ
こ
り
つ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
い

た
と
き
に
は
、
家
に
帰
つ
た
ら

洗
面
器
に
薄
い
ホ
ウ
サ
ソ
水
を
 

（
長富
）
 

梅
沢

地
区
 

佐
藤
貞
（
梅
田
）
、
 関
マ
キ
（
中

泉
）
、
松
山
き
よ
（中
泉
）
 

松
島

地
区
 

小
田
桐
み
つ
え
（
水
野
尾）
、小

坂
せ
つ
（水
野
尾
）
、高
橋
つ
か
 

（
唐笠
柳
）
、
 二
戸
フ
ミ
（石
岡
）
 

小
川
キ
ョ
（
桃
崎
）
、対
馬
ク
ニ
 

（
一
野
坪
）
、
高
橋
京
子
（
悪戸
）
 

渋
谷
ト
ク
（
金山
）
、対
馬
ミ
ュ
 

（
米
押
〉
、小
野
ヤ
ュ
（
石畑
ン
、
 

新
谷
モ
ョ
（
太
刀
打
）
、木
村
ふ

ぢ
（
漆
川
）
、
 小
野
フ
ミ
ユ
（
中

村
）
、
中
山
キ
ミ
ユ
（
吹畑
）
 

中
川

地
区
 

上
見
ヌ

ェ
（桜
田
）
、藤
森
ミ
チ
 

ェ
（
沖
飯
詰
）
、秋
田
チ
ョ
（
同
）
 

吉
岡
ミ
ツ

ュ
（川
山
）
、山
形
キ
 

税
 
相
 
談
 

税
務
署
で
は
毎
月
5
、
1
5、
2
5
 

日
の
月
三
回

『
税
の
相
談
日
』
 

を
も
う
け
ま
し
た
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

こ
の
相
談
に
こ
ら
れ
た
方
は

匿
名
相
談
と
し
、
住
所
、
氏
名
 

い
れ
て
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ
て

必
ず
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

こ
れ
を
朝
晩
励
行
す
る
と
さ
ら

に
よ
い
で
し
よ
う
。
 

血
液
が
酸
性
に
な
る
と
肝
臓

が
弱
く
な
り
、
目
玉
が
に
ご
つ

て
白
玉
が
黄
色
を
帯
び
て
く
る

の
で
肝
臓
の
主
成
分
で
あ
る

で
ん
ぷ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
A
・
B
 

c
と
植
物
性
脂
肪
を
十
分
と
る

こ
と
も
目
を
美
し
く
す
る
条
件

で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
食
べ
物
も
目
を

美
し
く
す
る
う
え
に
重
要
な
関

係
が
あ
り
ま
す
。
 

ョ
（
田川
）
、奈
良
み
つ
（
同
）
、
 

山
形
ョ
シ
子
（
同
ン
 

栄
 
地
 
区
 

平
山
テ
イ
 
（
湊
）
、
 
平
山
チ
ヤ
 

（
同
）
、‘
工藤
愛
子
（湊
住
宅
）
、
 

木
村
チ
ヤ
（
姥
落）
、白
戸
ぐ
ラ
 

（
七
ッ
舘
）
、山
内
タ
キ
（
稲
実
）
 

二
戸
マ
サ
ュ
（
広
田
）
、岩
淵
ト

ニ
（
三
ッ谷
）
、藤
田
ヤ
ェ
 
（
猫
 

淵
）
 長

橋
地
区
 

笹
森
久
恵
（
浅
井
）
、長
尾
き
よ

瓦
（
福
山
）松
野
ヤ
ス
（
神
山
）
、
 

土
岐
貞
（
野
里
）
、小
栗
山
美
代

子
（
松
ノ
木
）
、
 中
川
せ
い
（
福

岡
）
、長
内
フ
サ
（
戸沢
）
、
 土

岐
り
え
（
杉派
立
）
、
工
藤
ス
ギ
 

（
豊成
）
、斎
藤
定
子
（
石
田
坂
）
 

清
野
ト
ミ
（
若
山
）
 

三
 
好
 
地
 
区
 

川
浪
妙
（
藻川
）
、千
葉
み
ど
り
 

（
鶴
ケ
岡
）
、
 
渋
谷
ト
モ
ユ
（
高

瀬
）
、木
村
愛
（
同
）
、
 
開
米
キ

ミ
 
（
鶴
ケ岡
）
、
 川
浪
フ
ミ
ユ
 

（
藻川
）
 

日
 
は
 

等
は
後
日
連
絡
す
る
な
ど
、
相

談
者
が
希
望
す
る
相
談
以
外
は

一
切
き
か
な
い
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

な
お
相
談
日
が
日
曜
、
祭
日

に
あ
た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
と

な
り
ま
す
。
ま
た
相
談
日
以
外

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

N

H
K
 
で
 
1
7
 日 

知
事
会
議
の
放
送
を
 

『
明
る
く
、
住
み
ょ
い
東
北
』
 

を
目
標
に
、
東
北
六
県
の
知
事

会
議
の
内
容
が
1
7日
（
金
曜
日
）
 

午
後
八
時
か
ら
九
時
ま
で
N
H
 

K
第

一
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
出

席
者
は
青
森
県
知
事
ほ
か
東
北

各
県
知
事
、
司
会
は
経
済
評
論

家
稲
葉
秀
三
氏
。
 

な
お
こ
の
再
放
送
は
5
月
2
0
 

日
（月
曜
日
』
午
前
十時
五
分
か

ら
午
前
十

一
時
ま
で
放
送
の
予

定
で
す
。
 

旧
五
所
川
原

地
区
 

長
内
キ
ヌ
（
錦
町
）
、岩
谷
ァ
ネ
 

（
幾
島
町
）
、
 成
田
さ
と
（
鎌
谷

町
）
、
 前
田
せ
い
（
布
屋
町
）
、
 

旭
町
、
敷
島
町
は
婦
人
部
代
表
 

一
 一
九

番
は
 

火
災
専
用
電
話
 

火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
自
動

車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出

動
し
ま
す
が
こ
の
サ
イ
レ
ン
の

音
で
火
事
の
問
合
せ
の
電
話
が

殺
到
し
て
き
ま
す
。
 

非
常
の
と
き
消
防
署
の
通
信

係
は
関
係
機
関
に
緊
急
通
報
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

問
合
せ
の
電
話
の
た
め
、
連
絡

が
で
き
ず
消
防
活
動
に
重
大
な

支
障
を
き
た
す
こ
叱
が
あ
り
ま

す
。
消
防
自
動
車
の
出
た
直
後

の
問
合
せ
電
話
は
で
き
る
だ
け

ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

ね
が
い
ま
す
。
 

な
お
火
災
の
問
合
せ
に
 

一
 一
九
番
の
火
災
通
報

専

用
電
話
を
使
用
す
る
人
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
火
災
通
報
以

外
は
絶
対
に
使
用
し
』
、
いよ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

身

障
者

総
会
 

会
長
に
山
谷
氏
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
中
央
公
民

舘
で

一
五
〇
名
の
会
員
が
集
つ

て
総
会
を
開
き
今
年
度
の
活
動

方
針
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
 

ま
た
役
員
改
選
で

つ
ぎ
の
方
た

を
新
役
員
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

会
長
…
山
谷
満
広
、
副
会
長
・
・
・

黒
滝
嘉
一
郎
、
竹
谷
雄
吉
、
宮

崎
嘉
四
蔵
、
中
谷
庄
左

工
門
、
 

幹
事
…
須
郷
与
三
郎
小
笠
原
茂

直
、
事
務
局
長
…
川
浪
喜
代
作

会
計
…
松
本
一
男
 

自
衛
官

募
集
 

マ
職
種
…
二
等
陸
、
海
、
空
士

▽
資
格
…
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
の
男
子
 

マ
申
込
み
…
自
衛
隊
青
森
地
方

連
絡
部
か
市
役
所
民
生
課
へ
 

(2) 

月
 
三
 
回
 で
 
す
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